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のむら商工振興会　西村会長　ご挨拶
サマーフェスティバルのむら 2025
第３８回定期総会開催
スポーツ推進事業としてハンドボール支援
新副会長ご挨拶／事務局長交代　
第２６回会員訪問シリーズ　株式会社谷口
会員リレー　富山第一銀行高岡中央支店／理事会開催
会員リレー　高岡信用金庫　下田支店／編集後記
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のむら商工振興会
会長

西 村  博 邦

　盛夏の候、会員の皆様には益々ご清祥のこととお慶び申し上げま

す。また日頃は、当商工振興会の活動にご協力賜り深く感謝いたし

ます。

　今回の高岡市長選において出町譲氏が初当選され“高岡をチェ

ンジ”をスローガンに市民本位の市政を推し進めて頂けるものと確信

しています。

　さて、今世界では民主主義国家と権威主義国家の対立・歴史認

識の違いから派生する戦争が続いていますが、一刻も早い終息を願

うばかりです。国内では課題として物価高騰・少子高齢化・気候変

動と挙げれば枚挙にいとまがありませんが、全てを克服して日本が、

繁栄していくことを強く願います。

　当振興会も野村地区の発展の一助となればとインターンシップ事

業・スポーツ教室の開催、北日本新聞納涼花火大会の共催として、

サマーフェスティバルのむら2025の主催・実施をいたしますので会員

各位の参加協力をお願いします。

　おわりに会員の皆様のご健康とご多幸を心よりお祈りいたします。
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　令和７年５月１５日（木）高岡商工ビルにおいて、のむら商工振興会第３８回定期総

会が会員多数出席のもと、盛会に開催された。

　西村会長あいさつの後議事に入り、令和６年度事業報告及び収支決算報告、令

和７年度事業計画（案）及び収支予算（案）について提案され、慎重審議の結果、原

案通リ可決された。

　また、総会終了後、特別講演として、富山県議会議員 瀬川侑希様が「富山県は

何を目指しているのか？高岡市はどこへ向かうべきか？」をテーマに講演された。

　なお、講演後、同商工レストランにおいて高岡市長（代理）産業振興部長 山本真

弘様、高岡商工会議所副会頭 二口真様、同会参与富山県議会議員 瀬川侑希

様、同会参与高岡市議会議員 坂林永喜様、北日本新聞社西部本社統括局次長

高岡営業部長 宍戸祐三子様、野村地区連合自治会長 腰雅信様、野村自治振興

会 川端一則様のご来賓をお招きし、会員相互の親睦を深めた。    
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ハンドボール教室開催
　当会は地域の活性化のみならず、子供たちのスポーツ推進にも尽力していきたいと考え

ており、野村小学校及び富山ドリームスの協力を得て、ハンドボール教室を開催しました。

（２０２５年１月３０日　於：高岡市立野村小学校　体育館）

ハンドボール試合PV開催
　日本ハンドボールリーグHに所属する富山ドリームスには、当会会員企業の選手が多く在

籍し、地域の皆様とともにハンドボールの魅力・認知度向上につながればという思いからリー

グ戦のパブリックビューイングを開催しました。 

（２０２５年３月２９日　於：塩谷建設㈱　記念会館）

会員企業所属選手
　当会企業に所属する選手を紹介します。

　２０２５－２６（９月６日開幕）シリーズの応援もよろしくお願い致します。

 松嶋　　徹 塩谷建設㈱   

 池間　飛勇 塩谷建設㈱   

 小野　竜慎 塩谷建設㈱   

 扇谷　　蓮 塩谷建設㈱   

 青沼　健太 富山銀行   

 高木アレキサンダー 富山銀行   

 大久保光将 富山銀行   

 小野寺遥輝 タナベ自動車㈱   

 宮城　大樹 ヤヨイ化学工業㈱   

 高村　優翔 ㈱ミヤシゲ

富山ドリームス　ニュース
　○前田選手　日本ハンドボールリーグH

　　２０２４－２５シリーズ得点王獲得（２２７点）

　○新シリーズに向け　大房監督就任

　　（前　高岡向陵高校ハンドボール部男子監督）     

     

ハンドボールとは走る・跳ぶ・投げる等の要素が複合的に取り入れられる競技であり、
得点が次々と入り、攻守の切り替えも多く、スピーディな展開が魅力のスポーツです。 

スポーツ推進事業としてハンドボール支援
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のむら商工振興会
副会長

荒 井  公 浩

　この度、のむら商工振興会の副会長を拝命いたし

ました、学校法人荒井学園理事長の荒井公浩でご

ざいます。地域の皆様、そして会員の皆様には、平素

より大変お世話になっております。

　野村地区は、高岡向陵高校が60年あまりにわたり

教育活動を行ってきた大切な場所であり、この地域

の発展に微力ながら貢献できることを光栄に存じま

す。

　少子高齢化、グローバル化、そしてAI技術の進展

など、現代社会は大きな変革期を迎えています。この

ような時代において、地域経済の活性化には、既存

の枠にとらわれない柔軟な発想と、異業種間の連携

が不可欠であると感じております。

　これまでの教育現場での経験を活かし、地域の皆

様との対話を大切にしながら、野村地区のさらなる発

展のため尽力してまいる所存です。特に、未来を担う

子どもたちの育成と、地域社会が一体となった活気

あるまちづくりに貢献できればと考えております。

　皆様のご指導ご鞭撻を賜りますよう、何卒よろしく

お願い申し上げます。 

　拝啓　初夏の候、会員の皆さまにおかれまして

は、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

　このたび、のむら商工振興会 副会長を拝命いたし

ました、西森電気株式会社 代表取締役社長の西森

祐一です。身に余る大役ではございますが、歴代役

員の皆さまが築いてこられた実績と伝統を大切にし

ながら、地域の発展と会員の皆さまの事業繁栄の一

助となるべく、微力ながら尽力してまいる所存です。

　当社は電気工事業を営んでおり、地域の暮らしや

安全を支える仕事に日々取り組んでまいりました。企

業活動を通じて強く感じるのは、やはり“地域とのつ

ながり”の大切さです。商工振興会もまた、業種の垣

根を越えた交流と連携を育む貴重な場であり、その

活動に副会長として関わらせていただけることを大

変光栄に思っております。

　未熟な点も多々あるかと存じますが、諸先輩方の

ご指導を賜りながら、会員の皆さまにとってより親しみ

やすく、活気ある会となるよう努めてまいります。今後

とも変わらぬご支援とご鞭撻を賜りますよう、心よりお

願い申し上げます。　　　　　　　　　　　敬具

　日頃よりのむら商工振興会の活動へのご協力とご支援を賜りまして誠にありがとうございます。

　去る5月15日の定期総会をもちまして、事務局長を6年2か月務めました飴井勝則が退任し、同

日より後任として松下淳が就任致しました。

　歴史ある当会の事務局という責任の大きさを感じながらも、8月4日の北日本新聞納涼花火大

会に併せ開催する「サマーフェスティバルのむら」やスポーツを介してのまちづくりとして「ハンドボー

ル教室開催」など野村地域及び隣接地域の更なる発展に寄与できるよう当会の運営の一端を

担ってまいりますので、今後とも会員の皆さま、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

事務局長
交　　代

のむら商工振興会
副会長

西 森  祐 一

新副会長
ご挨拶



　「明日はもっと素晴らしい」をテーマに掲げ、ここ野村地区で５０年

以上の長きにわたり地域に根差した土木建設業を営んでおります。

　近年の土木工事業は昔からのイメージから大きく変わり、汗や泥

にまみれて作業をするような事はほぼ無く重機を扱う場面が増えて

います。その中でも谷口では特殊機械を扱う事が多く、その中でも富

山県唯一である硬質地盤工法であるクラッシュパイラーという重機

での施工を可能にしています。県内でも硬質地盤と言われる地域

は多く、今後も活躍が期待される重機になります。 

　谷口に任せておけば大丈夫と思っていただけるように、土木工

事のスペシャリストを目指し、日々努力を怠らず地域との調和を図り

ながら、移り行く社会のニーズに柔軟に対応出来るように社員一同

邁進していきます。

　又、各種の工事に於いて環境問題にも積極的に取り組んでお

り、ISO9001や14001の取得、SDGｓ宣言への取組みなど環境に

優しい重機と工法を採用しています。

　一般住宅や店舗、福祉施設等での地盤改良工事については天

然砕石のみを使用するHｙＳＰＥＥＤ工法を採用しており、環境に優

しくお住まいされるお客様の健康と資産価値を守る工法として全国

展開しており、この5月に全国で施工10万棟を達成しています。液

状化にも特化しており今後も期待出来る工法です。

第26回
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明日はもっと素晴らしい

株式会社　谷口



　富山第一銀行中川支店は、昭和55年6月

に営業を開始、平成29年3月に大野支店を

店舗内店舗とした後、令和元年11月に現在

地に移転し、今年で開設後46年目を迎えまし

た。長年に亘って当地で支店を構えることが

できているのも地域の皆様、のむら商工振興

会の会員皆様の長年のご愛顧ご支援の賜

物であり、深く感謝申し上げます。

　私事になりますが、令和7年4月に高岡中央

（高岡中央支店・昭和町支店・福岡支店・中

川支店、大野支店）のエリア統括支店長とし

て着任いたしました。これまでの支店長として

の経験はいずれも富山市内店

舗（3店舗）であり、高岡勤務の

経験自体が少ないのですが、歴

史と文化そしてものづくりの伝統

が息づくこの高岡の街で勤務で

きる喜びを日々 感じております。

　さて商工業を取り巻く環境に目を向けると、

少子高齢化に伴う労働力不足、事業承継、

賃上げ・原材料高、DX推進など様々な課題

が山積し、厳しさも増しております。これらの課

題に対応するため行政、企業、経済団体など

様々な主体が連携して地域経済の活性化を

目指す必要があり、当行も地域の皆様との連

携・交流を深めながら、地域経済と地域コミュ

ニティーの発展にお役に立てる銀行を「お客さ

まファースト」をスローガンとともに目指してまいり

ます。

　最後になりますが、今後とも変わらぬお引き

立てを賜りますようお願い申

し上げますとともに、のむら商

工振興会会員の皆様方の

今後益々のご発展とご健勝

を祈念いたしましてご挨拶と

させていただきます。
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富山第一銀行　高岡中央エリア統括支店長 堀　祐二
中川・大野支店 支店長 横山昌樹

お客さまファーストの銀行へ

　令和７年３月７日（金）、高岡商工ビルにおいて、のむら商工振興会

令和６年度理事会が役員多数参加のもと、開催された。

　西村会長あいさつの後、議事に入り、令和６年度事業報告及び収

支決算見込報告、令和７年度事業計画（案）及び収支予算（案）に

ついて提案され、慎重審議の結果、原案通リ定期総会に上程するこ

とで承認された。

　また、終了後、同商工レストランにおいて会員相互の親睦を深めた。 
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事
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高岡信用金庫　下田支店　支店長 西田 宗弘

地域の皆様から愛されたくて

編
集
後
記

●会員の坂井孝行氏（坂井孝行税理士事務所）が令和７年春の叙勲で、瑞宝小綬章を受章さ

れました。    　　　　　　　　　　　

　　（広報部会一同）

　高岡信用金庫下田支店は、平成4年6月の

開設後、33年にわたり地域の皆様並びにの

むら商工振興会の皆様のご支援のもと今日ま

で営業させていただくことができております。

　地域の皆様並びにのむら商工振興会の皆

様には、心から感謝を申し上げます。

　私は令和6年4月に下田支店へ赴任してま

いりました。着任当初から野村地区の皆様の

絆の強さ、旺盛な活力に驚かされており、少し

でもお役に立ちたいと奮闘しているところでご

ざいます。

　高岡信用金庫では、資金繰り、経営改善

のほか、販路開拓、経営相談、事業承継・

M&A、各種補助金・計画等、様々な課題解

決の一助となれるよう幅広くメニューを取り揃

え、営業店と本部専門部署が連携できる体制

を構築しております。

　経営や生活の課題解決に向けた良き相談

相手として選んでいただけるよう、また、地域に

深く根ざし、人と人とのつながりを起点とした

サービスをご提供できるよう、下田支店職員一

丸となって日々精進してまいります。今後とも、

変わらぬご支援を賜り、末永くご愛顧いただき

ますよう宜しくお願い申し上げます。


